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ＤＡＭ会員の皆様には、益々こ清祥のこととお鹿ひ申し為げます。弊社はお陰を持
ちまして、本年｜月、創立30周年をIuえることとなりました。３０年問の長きに亘る
皆様のこ噴顯'二、社員一同、心より御礼申しあげます。ここにお届け致しますＤＡ
Ｍオ'ノジナル･ディスクは倉''方30周年の感謝を迅めて制作致しました記完盤でこ･ざ
います。班に、アナログ・ディスク、コンパクト・ディスクを合わせ、’５０タイトル
を越えるソフトを帝ll作し、毎回、会員の皆様を始め、業界各方面でも、そのクオリ
ティ釣高さで注目を集めていますが、こめ倉I立30周年記念盤は、いわばこうしたソ
フトの罠大成であり、さらに皆様にお喜びいただけるソフト作りの新たな一歩とな
るもめであIノます｡この一枚をご家族③皆様で心行くまでお楽しみ戴ければ幸いに
存じます。
さて、弊社は白｣業以来、特にオーディオ、ビジュアル分野に積極的に取組み、単に
ＡＶ機器の服売に｣_Lまらず、ＡＶを豊かにお楽しみいただくた的の様々な催しをこ・
行供して毒Iノました。有名アーティストを控いての生録音会、コンサートへのこ'ｷ召
寺、數々のＡＶセミナーなど、その時々的話題性や、新披術を逸早く検証する准取
の気風に宮人だ作同により、皆様のこ÷支持を得て回を重ねております．弊社はこれ
からも、ＡＶ②ハート､ウエアとソフトウェアは不可分のものとめ考えで、諸政鵠を
実流してまいる所存です．その一環として日乍秋よりＡＶソフト宅配システム｢そふ
とっきゅう」を始めました。盲|1立30后年を諾に、今後も今まで以上に時代を芙鋭に
とらえ、新たな試み､新たな企画により、皆様のＡＶライフにこ・奉仕して参ります｡
変わらぬご支援、お引立てよろしくお願い串しあげます。

第一家庭電器株式会社代表取締役社長・星野毒
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マドンナの宝石
’

サヴァリッシュ
バイエルン国立歌劇場管弦楽団

DISC１
『歌劇｢ルスランとリュドミラ｣序曲

（グリンカ曲）･…５１９
互中央アジア②畠原にて(ポロディン曲)７‘2
面交審詩｢禿山の--夜｣(ﾑｿﾙｸｽｷｰ-曲）１０‘５０
組曲｢道化師作品26(ｶﾊﾚﾌｽｷｰ-曲）

工ブロローグーー---------一一一一---．．--０５８
且ギャロッブーー--------．．-．．------|『２９
コ行進曲---…-------一一一一一一一・・一一…'‘０８
７｣ワルツ･------------…-…･-一一'''２
Ｅパントマイムー---------一一……----１‘4
Ｅ間奏曲--------¥-…--------------０‘５０
ｍ 叙 情 的 な シ ー ン … … - ’ ' ５
ｍ ガ ヴ ォ ッ ト ・ ・ ・ - - ． ' ' ３ ４
厘スケルツォゞ ･ ･ ･ ･ … ･ ･ ･ ･ ･ … l 3 B
E ,エピローグ･･- - . - - . -一･･･一･ '『５６
｢三つのオレンジへの恋｣作品33より13'qi

（フロコフｆ工う曲）‘

Ｅ行進曲--------…“…･一-------------1‘３４
ｍスケルツオ----------一一一・----．---２２４

スペイン奇想曲作品３４
（リム又キーーコルサニIう曲）

旧 ア ル ボ ラ ダ ￥ - 一 ・ … … ̅ ' ' ' ４
m 変 奏 曲 - ． - ← - ． . . . - . 4 ‘ ２ ７
m アル ボ ラ ダ - - . . . … - - . . . . . . | ‘ ' ８
両 シ ェ ナ と ジ プ シ ー の 歌 . ． . . 5 ‘ 0 9
20アストゥリア②ファンダンゴ.…、̅̅一.̅ -３『２３
W/ルイス･ミハル(ヴァイオリン･ソロ)一画,|耐‘両‘薊ｌ

DISC２
匝喜敵劇｢軽騎兵｣序曲（スッベ曲)̅ 一̅̅ ̅̅ -６'４３
Ｅ歌劇｢ザンパ｣序曲(工ロール曲)--̅一一̅-７'４２
Ｅ歌劇｢売られた花嫁｣序曲(スメタナ曲)…….6'２９
匠喜敵劇｢詩人と農夫｣序曲(ｽｯﾍ曲)．̅̅…̅9,2
厄喜敵劇｢天国と地獄｣序曲

（オッフェンバック曲）．．--９‘２４
店蹴劇｢マドンナの宝石｣より間婁曲

（ヴオルラーフェラリ曲）…･̅ .､3'52.
Ｆ劇的物詔｢ﾌｧｳｽﾄ｡こ'う罰｣よりIﾗｺｯﾂｨ行進曲｣作品２４

（ペルリオズ曲）…ゞ…-..4'29
18狂詩曲｢スペイン」（シヤブリエ曲)････６『2７

w/ペーター･ワ．エプケ(チエロ｡､ノロ)匹
w/ルイス･ミハル(ヴァイオリン．､ノロ）～｢弓

］



ヴォルフガンク･サヴァリッシュのこと’

純粋k音楽の道を歩みつづけて､頂点で活躍を続けるﾏｴｽﾄﾛ。
真鍋圭子

テレビ、ラジオを通して日本全国津々浦々、その
名と顔とを一番良く知られている指揮者は何といっ
てもヴォルフガンク・サヴァリッシュであろう。そ
れもそのはず、彼は'964年の東京オリンピックの年
に初来日して以来、６７年からは毎年ＮＨＫ交響楽団
を指揮するために、もう２０年以上、一年たりとも欠
かすことなく日本を訪問しているからである。また
この間、ウィーン交響楽団とスイス・ロマンド管弦
楽団を率いて来日、名演奏の数々を聴かせてくれて
いる。
’950年代の初めから、サヴアリツシユはカラヤン

の次の世代を担う若きドイツ音楽界のホープとして、
輝かしいスター街道を走り始めていた。’953年、３０
才を迎えるまでに、ベルリン・フィル、ザルツフル
ク音楽祭、バイロイト音楽祭へのデビューを飾り、
彼の名は一躍ヨーロッパ音楽界の話題を総ざらいし
てしまったのである。カラヤンのレコーディング・
プロデューサーとして名高いワルター・レッケが即
座にサヴァリッシュをロンドンに招き、翌年からは
フィルハーモニア管弦楽団とレコーディンク’を始め
ている。
日本に初来日した頃のサヴァリッシュは、ヨーロ

ッパの主要都市、主要オーケストラ、主要劇場を制
覇しつくした、まさに破竹の勢いの若きマエストロ
であった。ところが、サヴァリッシュの音楽観、人
生観、性格は、すでにこのような音楽産業やマスコ
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ミの喧操に一線を画し始めていた。極めて繊細な神
経の持主で、謙虚でシャイなこの人は自分の意志な
くマネージャーの思惑によって動かされたり、音楽
産業の意図によりレパートリーを決定させられたり
することに嫌気を覚えたのだろう。ある時からサヴ
ァリッシュは、これ等の世界に明らかに背を向けて
一人歩きをするようになった。若くして頂点をきわ
め尽くしてしまった人だからこそできる、、goingmy
way〃の精神である。そしてその、道〃とは、雑念の
ない純粋な音楽の道であった。
５才の頃からピアノを始め、音楽学校に入るまで

に音楽理論、作曲をすべて個人レッスンで学んでい
たサヴァリッシュは、戦後ミュンヘンの高等音楽学
校に入学し、わずか一学期で卒業試験にパスしてし
まう。すぐ．に隣町のアウグスブルクのオペラハウス
に就職したが、当時のミュンヘンの、新音楽〃とい
うサークルで、戦前は演奏することが許可されてい
なかったフランス音楽やロシア音楽の譜面を山のよ
うに積み上げて夜つぴいて演奏し続けたとのこと。
とにかく、この人は音楽することが職業というより、
趣味なのである。サヴァリッシュのピアノは、それ
だけでファン層がある程だが、彼はピアニストにな
ろうと思ったことはなかったとのこと。この分野も
ただただ彼の音楽することのー部なのである。
彼がピアノを練習しているのを聞いたことがない
と、彼を,６才の時から知っている夫人が言う｡仕事

が大変な時、リラックスするために上・アノを弾き、
ピアノを弾き終るとと．んなストレスも解消して、ま
た上機嫌になるのだという。サヴァ'ノッシュは現在、
バイエルン国立歌劇場の総監督の地位にある。バイ
エルン州の主都ミュンヘンにあるナショナル劇場と
その隣にある日レジデンス劇場、その裏手にあるマ
ールシュタール実験劇場の三つの劇場の公演の総責

任者であり、｜,300人の従業員をかかえる地方自治体
の一組織の運営責任者なのである。さらに、指揮者
として音楽総監督の任務も兼任しているから、その
多忙さは想像を絶する。
サヴァリッシュのミュンヘンでの毎日は、朝９時

ぴったりに彼の劇場の執務室で始まる。会社の社長
と同じく、机の上に積み上げられた書類に目を通し、

一 一



第一家電30周年記念
サイン執筆中

サインをする。控室は病院の待ち合い室のように、
彼と話す機会を待っている人達であふれている。’０
時からは、音楽練習のある時は｜時まで練習、１時
からは新しい歌手のオーディション。これが無い時
は続いて事務仕事。食事に帰宅、とんぼ帰りでまた
劇場、そして仕事の続き。夜に彼が指揮をする時だ
けは、午後を休養と準備の時間としている。’971年
からバイエルン国立歌劇場の音楽総監督を引き受け
ているが、それにプラスして今の噸オペラ・ディレ
クター〃の責を担ってからはや７年余り。こんな超
人的ハードスケジュールをこなしているサヴァリッ
シュを内から支えているのは、自分の生れ故郷ミュ
ンヘンのこの劇場、自分が子供の頃両親に連れられ
て来て指揮者になることを決心したこの劇場への愛
情に他ならない。世界中の名だたる劇場で指揮をし
てきた経験から、この劇場がそれ等より勝るとも劣
るとは思われない。こんなに素晴しい劇場で音楽で
きるチャンスがあるのに、何故他で指揮しなければ
ならないのか、というのが彼の持論。
現在のバイエルン国立歌劇場は、サヴァリッシユ

のこれだけの愛情の成果が着実に実を結び、この劇
場の歴史の中でも一大黄金時代を生み出している。
18年間に渡る彼の指導のもとで、オーケストラは今
やベストの状態にある。
これ程多忙のサヴァリッシュが世界の名だたるオ

ーケストラからの招きを断り、毎年日本のために５

週間もの時間を作っているのは世界の音楽界の七不
思議だという。理由はただ一つ、自分の劇場を愛し
ているのと同様、彼は日本と、日本人とＮＨＫ交響
楽団を愛しているのだ。レコーディング嫌いのサヴ
アリッシユが今回の録音を引き受けてくれたのも、
これが日本の会社からの申し出だったからだと思う。
レパートリーも、彼とこのオーケストラにとっては
珍らしいものだが、自分達の蝋音楽的遠足〃と名付
けて、セッションには念には念を入れ、自分達に十
分納得のいくまで、脱帽する程丁寧に真剣に真面目
に録音していた。録音完了後、サヴァリッシュは一
言、「いい録音になったと思いますよ。」この自分に
厳しい人が自らこんなことを言うのは始めてだとは、
トーン・マイスターの弁。歴史的名盤が誕生したよ
うである。

４



バイエルン国立歌劇場管弦楽団Ｉ

演奏する喜びがあふれるほﾋに伝わってくる､そんなｵーｹｽﾄﾗ。
真鍋圭子

ミュンヘンの宮廷楽団を前身とするこのバイエル
ン国立歌劇場管弦楽団は、現存するオーケストラ中
最古のものである。ウィーンやドレスデンの宮廷楽
団よりずっと早く組織され、’530年以来の団員の全

メンバー表が今に至るまでずっと残っている。ヨー
ロッパ中を旅行して歩いたモーツァルトが、このオ
ーケストラに接して感嘆したことも、父親への手紙
に書かれている。彼がこの劇場、この管弦楽団用に

リハーサル風景
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’

作曲した名作「イドメネオ」は、オーケストラ・パ
ートが難しく、当時の他の劇場では演奏できなかっ
たという。ワーグナーの「トリスタンとイゾルデ」
もこの劇場で初演されたが、やはりこのオーケスト
ラの実力があってこそ初演可能となったのである。
宮廷指揮者としてここに就職することを熱望した

モーツァルト。国王ルードヴイッヒⅡ世の熱烈な擁
護のもとに４作品をここで初演できたワーグナー。
ミュンヘン生れでこの劇場の常任指揮者を二度務め
たリヒヤルト・シュトラウス。この三人の作曲家の
音楽の伝統は、このオーケストラの中で世代から世
代へと受け継がれて今に至っている。
ブルーノ・ワルター、Ｒ・シュトラウス、カール・

ベーム、Ｈ・クナッパーツブッシュ、クレメンス・
クラウス、ヨーゼフ・カイルベルト等の音楽総監督
の後をついで、’９７１年以来ヴオルフガンク・サヴァ
リッシュがこの伝統の継承に全身全霊を捧げている。
この管弦楽団はウィーン・フィルと同じく国立歌

劇場付の楽団ではあるが、独立したコンサート・シ
リーズを持っていて、コンサート・オーケストラと
しての活躍も目ざましい。二年前にカルロス・クラ
イバーとの演奏旅行で日本でもおなじみである。サ
ヴァリッシュが音楽監督になって以来、その水準は
着実に高くなっていて、今やオペラのオーケストラ
としてはウィーンと並び称される実力を持っている。
ミュンヘンにオーケストラは４つあるが、このパイ

エルン国立歌劇場管弦楽団の特徴はその音楽監督の
影響からか、いつも安定しているということ。そし
て、バレエでも現代曲でもいいかげんな演奏、手を
ぬいた演奏をしないということである。他のオーケ
ストラに比べて演奏回数が比較にならない程多いに
もかかわらず、このオーケストラの団員は、いつも
演奏に対する喜びを持っているのが客席に如実に伝
わってくる。これが、このオーケストラの最大の魅
力である。
このレコードの曲目は、彼等にとって耳慣れてい

る音楽とはいえ､演奏するのは初めてのものばかり。
細部の小さな不揃いまでサヴアリッシユに厳しく指
摘されるので、一同緊張に次ぐ．緊張･ブルックナー
やブラームスの交響曲の録音の数倍も集中力を必要
としたという。その結果、この録音は比較的地味な
活動をしているこの管弦楽団の、フリリアントな実
力を示す素晴しい名刺となることだろう。

ヘラクレスザル外観
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サヴァリッシュ･インタビュー

ほとんﾋが初めて指揮をした曲でしたが、かなり良い録音が
できたと思います。ｲﾝﾀﾋｭｱｰ :真鍋圭子
（Ｍ）：真鍋圭子
(s) :ヴォルフガンク・サヴアリッシュ
～(Ｍ）：レコーディング本当に有り難うこ･ざいまし
た。初めて指揮をなさった曲もきっと多かった事と
思いますが。
̅(s) :はい、殆どが初めて指揮をした曲目で、最
初の出会いにもかかわらずかなり良い録音が出来た
かと思います。
̅(M):御自身も少しは楽しまれましたか？
～(Ｓ）：勿論楽しいですよ。オペラのレパートリー
とも､通常のコンサートの曲目とも全く違いますし、
最高の水準でレコーディングされたこの種の名曲集

には、オペラやコンサートで出会うことは今までは
ありませんでした。それだけに、なおさら緊張感や
喜びがあり、これらのレパートリーにかえって先入
観なしに取り組めたと思います。さらには、私達に
は全く新しい、凝縮された世界であり、それを描写
できるのですから、やはり楽しいですね。
～(Ｍ）：マエストロは今回の録音の準備のために、
かなり時間をかけられたのではありませんか？
̅(s ) :それはどういう意味ですか？
̅(M):例えば、総譜に目を通すとか。
̅(s ) :それは勿論必要です。オペラと通常のコン
サートのレパートリーから外れるので、私にとって



ﾌ､レイバック中のマエストロ

は80％は初めての曲でした。ただし、これらの曲目
は何処かで知っているというか、何かの機会に聞い
たことのあるもので、総譜に相対するのは初めてで
すが、それは又やらねばならない事ですから。
～(Ｍ）：という事は、ドイツでも時々これらの曲を
耳にする訳ですか？日常の生活の中で何となくと
言っておられましたが？
～（Ｓ）：「天国と地獄」や「売られた花嫁」の序曲、
特に「売られた花嫁」は当然のことながら私達のレ
パートリーにも入っています。ところがヴォルフー
フエラーリの「マドンナの宝石」は知られてはいる
ものの演奏されることはない。
今回のレパートリーの中でヨーロッパであまり馴染
みのないものといえば、カバレフスキーの｢道化師」
組曲で､これらは私達の知らないレパートリーです。
それから、例えば「ザンパ」序曲、「ルスランとリュ

インタビュ風景
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ドミラ」序曲などは何かの折に放送で聞いたことの
ある作品ですが、私達のレパートリーにはなってＬ，
ません。
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中央はエンジニアの ｼ ｭ ﾐ ｯ ﾄ 氏
～(Ｍ）：今回のようなレパートリーの録音の方がよ
り時間が掛かると思われましたか？例えばブラー
ムスなどの交響曲と比べて。
̅(s ) :はい。今回のレパートリーは私達にとって
異例ともいえるものであるだけに、完壁なまでに仕
上げるためには、より長い時間が必要です。例えば
精密さと輝きこそが命の「ルスランとリュドミラ」
序曲より、あるいはブラームスの交響曲の方がより
素直に演奏できる分､仕上げるのも楽かと思います。
～(Ｍ）：大変ありがとうこ・ざいました。

インタビュー風景

インタビュアー／真鍋圭子
真鍋圭子さんは在 ﾐ ｭ ﾝ ﾍ ﾝ ０ 年 以上の音楽 ｼ ｬ ｰ ﾅ ﾘ ｽ ﾄ ｡ カ
ラヤン、サヴァ ' ﾉ ｯ ｼ ｭ、F=ディスカウをはじめ､世界の著名
音楽家と親密なお付き合いがあり､今回のレコディンク・も真鍋さ
んの御尽力により実現可能となりました。
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曲解説 ’

聴かせどころを心得たあざやかな棒きばきで、-川ごとの
味わいを上手に錨ってくれる。-岡俊雄
二三に録音されたＣＤは、サヴァリッシュではめ

ずらしいプログラムがずらりとならんでいる。とく
に枚目のロシア管弦楽曲隼というのは彼の韓だし
いレョーディングの琴かでもみられなかった曲目ば
かりである。２枚目もオーケストラ・ショウ・上.-
スとしておなじみの知名の曲がずらりとならんでい
る。
こめ２枚のＣＤに哩められた曲目のすべては、そ

れぞれが独立したおもしろさにあふれた名曲ばかり
である。料理でいえばア・ラ・力ルトのように品
ずつをそのときの霞分によってききたい曲だけ曙え
らんでたのしみたい音楽である。ＬＰ時代になって、
１枚のレヨードに多くの曲が雑居してい番と、好み
の曲だけをえらんできくという手数が案外わずらわ
しく、小品をきくたのしみをわすれてしまうように
なった。ＣＤ時代にはいって、ききたい曲のトラッ
クを指定すればよいという操作がひじょうに簡単に
できるようになったので小品隼レコードのもつ本当
のよさが息をふきかえすようになったことは喜ばし
い限りである。この２枚のＣＤに収められた曲目は、
筆者のように930年代から５０年以上レコードをきＬ，
たものにとっては音楽②たのしさを知らされるオー
ケストラ名曲ばかりがずらりとならんでいる。息し
てきくもよく、そ②ときの気分によって、好き慰曲
だけを好きな順序にプログラミングしてきくのもよ
く-といった性質のものである。サヴァリッシュ

のようにオーケストラのコントロルにすぐれた能
力をもった指揮者が、きかせどころを心得えたあざ
やかな樺さばきで、ｌ曲二・との味わいを上手に語っ
てくれる。そこから生まれた小品集のおもしろさは、
すぐ･れた録音によって最上のオーケストラ･サウン
ドで音楽をきくたのしみを倍増させてくれるのであ
る。
D I S C１
[mグリンカｌ歌劇「ルスランとリュドミラ」序曲
ミハイル.ク'リンカ(|803-1857)はロシア近代音

楽の祖である．’9世紀のロシアの音楽文化は西欧に
たいして明らかに後進国であった。旅行好きで青年
時代から西欧を訪れたグリンカは、進んだ西欧の音
楽技法詮ロシア民族音楽の土壌に移植し、最初のオ
ペラの傑作「皇帝に捧げし命」（現在は「イワン・ヌ
サー三ン」と呼ばれている）を発表したのは33才の
ときで、その６年後の第２作が「ルスランとリュド
ミラ」で、三の２作によりグリンカはオペラ史上に
畷たる名前を止める。 ｷ ｴ ﾌ大公の姫 ﾘ ｭ ﾄ ﾐ ﾗを
めぐる３人の求婚者が彼女を得ようとさまざまな冒
険の試練を重ね'ノュドミラ②愛人であった騎士ルス
ランが栄冠詮得る波闇万丈の物語。西欧で早くから
序曲だけが広く評半'1巻呼んでいためはロッシーニ風
の活力にあふれた音楽が聴き手を魅了したからであ
る。主要主題旋律はオペラの劇中のアリアやモティ
ーフからとられているが終結部に、下降全音階進行
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（低音部に）を用いている。５０年後にドビュッシー
が用いて有名になった技法の先駆的使用としてク’リ
ンカの独倉｣をます有名な例になっている。
回ボロディン：中央アジアの高原にて
アレキザンドル･ボロデイン（'833-'887）は、グ

リンカの没後、’9世紀後半にロシア音楽を確立させ
た５人組（国民楽派）のひとり。本職は医化科教授
の公職の余暇に作曲をし、大作オペラ「イーコ・リ公」
や交響曲、室内楽などの傑作をのこしている。ボロ
デインは東洋的なものが大好きであった。1880年ア
レギザンドル２世在位25周年にあたり、’２人のロシ
アの作曲家が、ロシアを描く主題の作品を書くこと
になったとき、ボロデインは、近東ロシア領を行進
する軍隊の描写を主題にえらんだのがこの曲で、タ
イトルに熟管弦楽的スケッチ〃と附記されている。
荒涼たる砂漠の情景がヴァイオリンの高音Ｅの持続
からうかびあかってき、ロシア軍に護衛された隊商
が遠くから来、また去ってゆく様子が音楽として描
かれる。クラリネット独奏のロシア風の歌と、その
あとに出るイングリッシュ・ホルンの東洋的旋律の
美しさがとくに印象的である。
国ムソルグスキー：禿山の一夜
国民楽派最大の倉|l造的作曲家モデスト・ムソルグ

スキー（'839-'881）の'877年の作。彼は早くからケ
ーテの「ファウスト」のワルブルギスの夜のような

奇怪な妖怪の容姿の音画化を意図したスケッチを書

… § ． - - 身 一
一斌

診＝…“…=̅̅罰
いていた。のちに５人組の仲間からのすすめで「ム
ラダ」という歌劇にその情景をもりこもうとして果
たさず、彼の死後、リムスキーーコルサコフによっ
てオーケストレーションが完成1886年に初演された。
キエフの町のちか〈にある禿山（トリグラフ山）に
まつわる伝説によったもので、聖ヨハネ祭の夜、地
下からさまざまな悪霊が現われ、闇の神への讃美と
饗宴をくりひろげるが、夜明けの鐘とともに彼等は
退散する｡音楽はその物語の完全な標題音楽である。
回～囮カバレフスキー：組曲「道化師」
ドミトリ・カバレフスキー（'904-'987）はシヨス

タコヴイッチ、ハチャトゥリアンなどとならぶ、ソ
連を代表する作曲家。’940年にＭダニエルの児童劇
「発明家と道化師たち｣のための劇音楽を書いたが、
そのなかの'0曲をえらんで演奏会用組曲とした。劇
は旅芸人たちが町の広場で公演するさまざまなスケ
ッチからなったコメディ。組曲は、Ｉプロローグ、
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麹海哩やい鹿
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ら成っている。アルボラダー変奏曲一アルボラ
ダーシエーナとジプシーの歌一アストゥリアの
ファンダンゴで、それぞれスペイン的なタッチが、
千変万化といってよいほど多彩なオーケストレーシ
ョンで描き出されている。

Ⅱギャロップ、Ⅲ行進曲、１Ｖワルツ、Ｖパントマイ
ム、ＶI間奏曲、Ⅷ叙情的なシーン、ⅧIガヴォット、
IＸスケルツオ、Xエピローグのそれぞれがみじかい、
たいへん機智とノスタルジーにあふれたもので、カ
バレフスキーの代表作となっている。
囮～画プロコフィエフ：「三つのオレンジへの恋｣行進曲
とスケルツォ
ショスタコヴィッチとともに20世紀ロシアにおけ

る最大の作曲家セルケイ・プロコフィエフが'919年
に書いたオペラ（初演は1921年シカゴ）から６曲を
えらんだ組曲は、彼のオーケストラ曲の代表作のひ
とつになっている。ここで演奏されているのは、組
曲でもとくに有名な第２，３曲である。この頃、ブ
ロコフィエフは革命のはじまったロシアから出て日
本経由で渡米、1933年にソ連に復帰するまでパリを
中心に活躍していた。この頃の彼は２０世紀の前衛的
スタイルを強烈に打ち出していた時代で、シャープ
な音の扱いの巧みさでは第一人者であった。
囮～釦|リムスキーーコルサコフ：スペイン奇想曲
国民楽派５人組のなかで最年少だったリムスキーー
コルサコフ（'844-1908）は海軍士官であったが、２９
才のとき退役して音楽に専念し、近代管弦楽法の大
家として世界的に宣伝された。彼の華麗なオーケス
トレーシヨンを示したのが1887年作の「スペイン奇
想曲」８８年作の「シエーラザード」である。「奇想曲」
はとくに標題的な意味はなく、全体が５つの部分か

D I S C ２
回スッベ：「軽騎兵」序曲
フランツ・フォン・スッペ（'819-895）シュトラ
ウス親子に代表されるウィーン・オペレッタ全盛期
に活躍し、約'50種の舞台作品を書いた。今日オペレ
ッタとして上演されているものはわずかしかないが、
彼の序曲は広く愛好されており、「軽騎兵｣はその代
表的なもので'866年の作。時のウィーンの人気詩人
カール・コスタの作による軍隊生活を舞台にした喜
劇。曉々たるファンファーレの導入部が魅力的。途
中にハンガリー舞曲のチャルダスが用いられている。
團エロール：「ザンパ」序曲
Ｌ･｣．F･エロール(|791-|833)は、同時代のイタリ
アのロッシーニに対崎して、フランスのオペラ・コ
ミック作曲家として名声を博した人だが、今日彼の
舞台作品は序曲が演奏されているだけ。「ザンパ｣は
'８３１年の作で海賊を主人公としたグランド・オペラ
で大理石像が出てきたりモーツァルトの「ドン・ジ
ョヴァンニ」と似ている内容。序曲はオペラの主要
旋律がつぎつぎと現われる多彩な変化をもっている

１ワ
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ので今日もひろくきかれている。
團スメタナ：「売られた花嫁」序曲
ベドルジーハ･スメタナ（'824-'884）はチエッコ

スロヴァキアの生んだ最初の創造的な作曲家で､'866
年作のオペラ「売られた花嫁」はボヘミアの農民生
活を生き生きと描きだした民族的喜歌劇の最初の傑
作であった。オッフェンバックの影響がつよいとい
われているが、序曲の生命感のあふれるばかりの躍
動は音楽的にも素晴しい。
|到スッペ：「詩人と農夫」序曲
スッペのオペラとオペレッタ作品は５１篇。ほかの

舞台音楽を加えれば200作をこえるといわれている。
「詩人と農夫」は'846年に上演された第'0作だがオ
ペレッタではなく、Ｋ・エルマー作のコメディのための
劇音楽で､劇中の音楽の主題を序曲に導入したもの。
壮重な感じの序奏部から一転して嵐のようなアレグ
ロから爽快な行進曲に転じ､最後は農民舞曲となる。
曰オッフェンバック；「天国と地獄」序曲
ジャック・オッフエンバック（'819-1880）は、ド

イツのケルン生れだが、その名が示すようにフラン
ス系で､パリ音楽院でチェロを学び､２０才でオペラ・
コミックのオーケストラのメンバー。３０，３１才でフ
ランス座の指揮者となり、ミュッセの詩につけた歌
曲で名をなし、’853年にオペレッタの第一作を発表
した。以来、ウイーンのヨハン・シュトラウス２世
とともに'9世紀後半のオペレッタの黄金時代を築い

た。’858年に上演された「天国と地獄」の大ヒット
以来、パリでオペレッタの王様の名声をほしいまま
とし、最晩年には「ホフマン物語」という幻想的な
オペラの大作を書いている。「天国と地獄｣という邦
題は大正時代浅草オペラ全盛期にこの題で上演され
て評判になったのでそれでとおるようになっている
が、原名を直訳すれば｢地獄のオルフェ｣。ギリシャ
神話で有名な詩人オルフェが愛妻の死を嘆き黄泉の
国から連れ戻しにゆくという話を主題にしているが、

６６ Ｉ
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オペレッタ風に奇想天外な扱いがなされている。こ
の序曲をひときわ有名にしているのはフィナーレの
ギャロップの部分である。この音楽は'9世紀末から
'３



オーズがケテの名作によった劇的物語（オペラ王
式で上演されることもある）の大作「ファウストぬ
ごう罰J(846)のなかでもっとも有名な曲｡トラン
ペットのファンファレからはじまる粟晴しい三②
行進曲はもともとノ、ンガリー人が名将ラコッツィを
讃える歌からとられたもの。ベルリオーズはこの行
進曲をいれたし,ばかりに原作にないハンカ’リーの場
面にファウストを登場させるほと’ほれこんだ旋律で
あった。
己シヤブリエ：狂詩曲「スペイン」
フランス近代音楽の先覚者の-人エマヌエル・シ

ャブリエ(I841-l894)の'883年の作．フランス②作
曲家のスペイン趣珠のさきがけをなした作，最初は
ホタ、第２はマラケーニヤ、どちらも速いテンポの
３拍子の舞曲。それからトロンボーンに力づよい第
三のモティーフが出る（これはシャブリエの自作｡
前２曲はスペイン民謡の旋律をとって↓､る）そめ三
つの棄材が自由な幻想曲風に展開する華麗な曲。こ
の旋律は「スケーターズ・ワルツ」で有名な工ミー
ル・ワルトトイフエル(I837|915)のワルツ(886)
にも用し,られている。両者ともタイトルは､Espa間a鰯
だが、年代からもわかるようにワルトトイフエルがシ
ヤブリエから1昔用したもめである-

（'ﾉ名物のカンカン・ダンスの音楽としてベル・エ
ポックを象徴するほど世界的に有名になってしまっ
た‘（日呑ではサイレント映画時代の追かけの場面で
必ずとＬ,ってよいくらいに使われて、明治・大正生
れの世代の人たちには別な意味でなつかしし､音楽に
もなっている｡）
Ｅヴォルフーフェラーリ：『マドンナの宝石」間奏曲
エルマンノ・ヴォルフーフェラーリ（1876-９４８１

はヴェニス生れのイタ'ノアの作曲家だがWDif砦ヴォル
フと発音していることが示すように父親がドイツ人
である。ヴエニスとミュンヘン巻活動の中心とした
ひじような多作家だったが、軽いオペレッタ風の作
品藍得意としており、ロマンティックな旋律の美し
い作品をのこしている．彼の舞台作品では「スザン
ナの秘密」（909）と「マドンナの宝石」（聖母の宝
石、マドンナの首飾り-としても知られる。91）
がとくに有名。後者ばヴォルフーフェラーリの唯一
の本格的な悲劇的オペラで、恋こがれる女性から聖
母像の首飾りの宝石をもってくれは結婚するといわ
れた青年が盗みをおかす。事件が発覚し罪を悔し､た
青年は自殺するという物語。３幕から成るこのオペ
ラは蟇問に２つめ間奏曲がぱいっており、ともに単
独で演毒されることが多いが、第１間奏曲は感傷的
な旋律の美しさでとくに愛好者が多い。
国ベルリオーズ：「ファウストのごう罰」ラコッツィ行進曲
フランス・ロマン派音楽②始祖エクトル・ベルリ
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金蒸着CDについて

理由は謎｡しかし､専門家も認める金蒸着の優れた音質。
岡俊 雑

コンパクト・ディスク(cD )とそのプレイヤー
が出現したのは、’982年（昭和57年)１０月｜日であ
る”それから５年、ＣＤに間する諸技術は目ざまし
いという一語につきるほと’急速な発展をとげた。
このＣＤは実に驚くべき高精度の細密記録がなさ

れてし､る。2cInという'1,さな銀色に輝くディスクは
見つるつるしてＬ,るように見えるが、電子顕微鏡

でなければ見えなＬ,ほど細かい凹凸が唖らんでいる。
これ藍ピットと呼んでいるが､このピットは幅0.5ミ
クロン、深き０-｜ミクロン、上.シ卜列の間隔別.６ミ
クロンしかない。ミクロンというのは１ミリ②'000
分の｜だから、想像することもむずかしいミクロの
世界である。ＣＤの規格がミクロン・オーダーの厳
重な寸法糟匿を指示されているのはこのためである。
こまかいことを害いている余裕はないが､幅ｑ５ミク
ロン、深さ０．１ミクロンという、上・ツト寸法に注目し
ていただきたい。ＣＤは通常この上.ツト②ある面に
アルミニューム蕪藩がされて反射面を蹄成し、レー
ザー・上・ツク・アップのビーム皇もとの方向に反射
させたり、ピットの山のところでは乱反射させ、０
とＩ的記録を光の有無で検出し、電気信号としてデ
ジタル信号処理系におくり出す。初期②ＣＤには、
大暘や強い電光をむけてみると、点となって光が洩
れているものがす<なくなかった。これを上,ンホー
ルと呼んでいるが、眼に見えるほどのこ.ンホールカミ
あるということは≦か紅りの信号欠落のあることを

意味している．ＣＤのエラー訂正能力はこめ程度②
欠落は容易にカバーできるし、アルミ蒸着技術がす
すんできた墨近のディスクでは、ピンホルが見え
るとＬ､うのはよほどひどいプレス②場合である‘し
かし、ディスクによって音がちがうということがい
までもいわれるのは、蒸着面の厚さと反射率の問題
がかかわってもいるらしい。ほかの問題もあるけれ
どここでは､i､れなL,｡ピット度が０．｜ミクロンという
ことは反射膜がそれ以下､すくなくとも0.02から０≠０
ミクロン〈,らいでなければ、その形状のエッジまで
を正確に保つことはできないとおもわれる。アルミ
よりももっといい素材として金が注目されたのは当
然であった。金はアルミよりも粒状性はばるかにこ
まかくうすい被膜でも反射性はよく理想的だと思わ
れたが､華藩方法に特殊な装置を必要とすることと、
コストがひじょうにかかるという二つの面から見お
くられていた。
995年にあるメーカーが金茎着ＣＤ的試作に成ｴ±

し、翌年アメリカのマイナー．レーベルが世界最杠
の金反射膜ＣＤそ市覗した。筆者はそのテスト盤を
アルミＣＤとあわせてきいて、音②ちがいにびっく
りした。高城がなめらかでおとなしくなり中低音力〈
しっかりして実在感がふえることと、音場③パース
ペクティヴがより貝事に再現された的である。
こめとききいた比謹サンプルは二種類にすぎなか

ったが、そめ後、ほかのレーベルからも限定生産さ
１晶



れた'０タイトルが出たので、その全部を比較してみ
たが、個々のディスクではっきりちがうものとそう
でないものがあったけれど、結論だけいえば金蒸着
ＣＤの方が優っているということは、筆者だけでな
く、これをきいたほとんどの専門家がいっていたこ
とである。
なぜこうなるのかということをＣＤとデジタル技

術の専門家の人たちにあうたびに質問をしてみたが、
明確な返答は得られなかった。アルミと金のＣＤの
エラー．レートはかわらない。ただ、レーザーピッ
ク・アップの出力は金の方が'２-'５％あがることから
反射率のよいということはデータとして確認できた
ぐらいである。あとは筆者の推測であるが、金蒸着
面はアルミより薄い｡光にかざしてみればわかるが、
金のＣＤは透過光が緑色に見える。これは、蒸着面
がきわめてうすいということを示している。それだ
けピット型のレプリカで正確になっているのではあ
るまいか。さらにいえば金はアルミよりQ(共振性）
が低いからＣＤのような500200回転／分という高速
のときでもＣＤそのものの面ブレの安定度はいいか
もしれない｡(CDの密度としてはミクロの差であろ
うが……）デジタル・オーディオではまだ音のちが
う要因が解明されている部分よりも不明だという方
が多いことはたしかで、金ＣＤの音のよさというの
も、われわれにとってはまだ謎である。当事者には
部外秘としてわかっている部分もあるのかもしれな

いが。そういう謎があるから、オーディオはおもし
ろいのでもあるが。

､ラクレスザール内部
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レコーディングにあたって ’

惜しみなく時間を費やし、入念な仕事が成されたといえる。
里見清司

ＳｔｕｄｅｒＡ８
バイエルン放送局との共同制作で、レコーディン
グ企画が実現されたのは今回が本邦初であり、この
画期的な仕事は1987年'１月、ミュンヘンにて行なわ
れた。マエストロ・サヴァリッシユ指揮～バイエル
ン国立歌劇場管弦楽団の演奏で、まさに世界のメジ
ャー・レーベルが手がける内容を我々サイドで具体
化したのだ。
数々の打合わせを済ませ録音当日がやってきた。

ホールはヘラクレスザール。長方形につくられたホ
ールでコンサート会場としては世界の中規模クラス

(I300人程度のキャパシティー）の代表的な存在で
あり、収録スタジオとしてもバイエルン放送（ＢＲ）
が常設のコントロール・ルームを置いてあることで
も解る通り、数々の名レコーディングを生んでいる。
今回の録音スタッフはＢＲの面々でトーン・マイ

閏
ｈｌ

＝ 室仏 蝿
スター（プロデューサー）がウイルヘルム・マイス
ター氏、バランス・エンジニアはハンス・シュミッ
ト氏が担当して下さった。彼らは朝６時半にホール
入りし、マイク等のセッティングにとりかかる。ス
テージに椅子が並べられると日本の様に、マイクス
タンドを立てマイクを取り付けるのではなく、天井
からマイクケーブルを各々降ろす仕組になっている。
ステージ上ではシュミット氏がトランシーバーでマ
イクケーブルの高さ等の調整をするためリモコンで
オペレーターに指示を出す。前後の位置はホール２
階手摺りから針金を張って調整する。全部で22本あ
ったが２時間位で一応のポジションが決定、長年の
経験で大体の位置は決っているようだ。
今回の録音はワンポイントマイク方式でなく、メ

インマイクを中心にしたマルチマイク方式、９時少
し前、楽団員が集まり始め９時ジャスト、マエスト

1７
ﾛ 〆 一



口・サヴァリッシュが現われ「詩人と農夫」のリハ
ーサルに入る。暫くホール内でリハーサルを聴く、

音がふくよかに涌き出てくるようであった。日本で
このような音は聴いた事がない。ホールトーンは実
に透明で素晴しい･
その後ホール客席後方奥の最上階にあるコントロ

ール・ルームに戻る。まずシュミット氏がメインマ
イクで全体の響き、音色、バランスを慎重に聴き、
各パートに立っているマイクのフエーダーを上げ始
めてバランスをとっていった。マイスター氏より木
管の音像を少し後にさげるようにとの事で、即座に
シュミット氏はデジタル・デイレイにその音と元音

をミックスする方法を用いた。この間、共同帝'1作者
としてマイスター氏は我々に、サウンド、楽器のバ
ランスetc，ＯＫかとの最終確認をされたが勿論文句
のあろうはずがない。
いよいよ本番が始まる。マイスター氏は、マエス
トロ・サヴァリッシュに信頼されているだけのこと
はあり、実に的確で細かい指示を出し進行させてい
る。要所で楽器名の伝達を与えるとその通りシュミ
ット氏は各々のフェーダー処理を行なっていた。本
邦のクラシック録音ではフエーダーはあまり動かさ
ないのが定石ではあるが、録音するにあたり定石に
こだわらず関係者の合意のもとであればこの方法も
良いのではないだろうか。
以前、私はアメリカで、あるメジャー・レーベル

のオーケストラ録音に立ち会う機会に恵まれたのだ
が、その際短い時間帯の中で、最良の音源を作ると
いう、現在世界のクラシック業界における典型例と
その厳しさを垣間見た。ところで今回のレコーデイ
ンク'に関しては、演奏者が初めてのレパートリーと
は云え、先の録音の約３倍の時間を費やし、入念な
仕事が成されたと思う。特にマエストロ・サヴァリ
ッシュのたぐいまれなヴァイタリティーと半l断力、
そしてあらゆる瞬間こ÷とに、真実の音楽的解釈をと
奮闘して下さった成果が如実に表われていた。まさ
しく、ベストと云える録音が行なわれたのである。
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録音ダイアグラム ｜｜’Ｉ

コントロール・ルーム
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RecordingData
Console：ＳｌＥＭＥＮＳ･３２ＩＮＰＵＴ２０ＵＴ
Ｓｐｅａｋｅｒ＆Ａｍｐ：Ｋ＆H･TYPEO92
DigitalMasterRecorder;ＳＯＮＹ･DMR2000
DigitalAudioProcessor；ＳＯＮＹ･PCM-l610
Mic：Ｂ＆Ｋ･６００４
ＮＥＵＭＡＮＮ・KM84i
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●スタッフ 録音年月日 '987年|｜月’０、｜｜、１３，
２３，２４，２５日
へラクレスザール､ミュンヘン

株式会社サンデュエット
第一家庭電器株式会社
…
東芝ＥＭＩ株式会社

総合プロデューサー

プロデューサー

フリードリッヒ･ウェルツ(バイエルン放送局）
小山正敏（東芝EMI)
ウイルヘルム･マイスター（バイエルン放送局）
里見清司（東芝EMI)
ハンス・シュミット(バイエルン放送局）
アンネ・キルヒバッハ/小山正敏
株式会社グラバー企画

２０

録音場所
制作協力
企画･制作

ﾉくランス・エンジニア

フォトク．ラファー

ジャケット
製 造
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